
☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2021/4/1現在）

① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 1  1  1  1  1  1  5  2  1  4  2  3  3  5  
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異動なし

1  3  

R1(H31) 2  1  3  

H30 1  1  

その他 計

H29 1  1  

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業

 R2 異動なし

1  R1(H31)    1  

1  H30    1  

1  2  1  6  H29   2  

その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡

2  1  59    71  

 

計 2  1  6   

精神障害

59  59  

 

知的障害

その他の障害

 

1  3  肢体不自由 1  1  

B1 B2 計

身
体
障
害

視覚障害 2  1  1  

5  

4  

内部障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A

聴覚・言語障害 5  

計

障害支援区分  7  13  39  59  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

利用者の尊厳を大切にし、その基本的人権を尊重することを第一の事業方針としています。利用者が心身共に健やかに毎日を過
ごすことができるように利用者個人の想いを汲み取り、一人一人の楽しみや笑顔、可能性を大切にすることを心掛け、暖かで心
地のよい生活の提供に努めます。また、「ご利用者は地域の一員である」という考えのもと、利用者の社会参加や施設の社会化
を積極的に推進していきます。さらに太平に関わったすべての方が「太平でよかった」と感じていただけるように、日々の実践
を丁寧に積み上げ、地域社会に必要とされる施設づくりに努めていきます。

「太平」は敷地内に古墳がある等、緑豊かな立地です。支援面では強度行動障がいの方への個別活動を充実させるため、強度行
動障がい対応班を設けています。また「支援計画シート」（支援手順書）に基づいて、自閉症や発達障がいの方への理解を広め
るための取り組みや、リハビリ対応班により、加齢に伴うADLの低下を防ぐための対応を行なっています。一方、地域との繋
がり強化を図るためにソーシャルワーク係をおいて取り組みを進めています。地域での役割においては、長年この地域における
相談支援を担っていた実績から、和泉市障がい者自立支援協議会の地域生活支援拠点等整備部会に参画していて、緊急短期入所
の更なる受入れ拡充を図るため施設内のインフラ整備を行っているところです。また、地域の相談支援事業所等と連携し、短期
入所の空き情報の共有化を行っています。

54.7歳 ２障害重複 １２人

○ ○ 女 54.7歳

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男

３障害重複 ０人

年齢 就学前 小学校 中学校

TEL/FAX 0725-45-2760 0725-45-2766 設 置 年 月 日 昭和57年　４月　1日

郵 便 番 号 594-0023 ホームページアドレス http://helenkeller.jp/publics/index/40/

所　在　地 和泉市伯太町3丁目13-68 Eメールアドレス taihei@vesta.ocn.ne.jp

2021/4/1現在

施設・事業所名 障がい者支援施設　太平 施設・事業の内容
施設入所支援・生活介護

短期入所（ショートステイ）
法　人　名 (社福) 日本ヘレンケラー財団 利　用　定　員 ６０名　　　（短期入所）６名

高校等 その他 計

男 32  32  

女 27  27  

計     59  59  

http://helenkeller.jp/publics/index/40/
mailto:taihei@vesta.ocn.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 31  1 1 4 1 1 1 10 3 1 1 1 1  1  1  59  

４.　日課

時間 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

　

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 1 階建

㎡

3 室 1 室

11.アクセス

線 駅 徒歩 20 分

線 駅 徒歩 分

線 駅 徒歩 分

地下鉄○○駅1番出口を出て西に３００M。○○交差点
を北に５０M歩いたところにある○△ビルの４階です。

併設施設 あり 太平診療所

JR阪和線 信太山

車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

運動場 あり 入浴設備 機械浴無し浴室有り

作業室 休養室

エレベーター なし 階段手摺 なし

最寄り駅からの略図

建物構造 耐火構造

敷地面積 12,818

建物延べ面積 2,059

補足
（医療・送迎・
入浴について）

嘱託医として近隣の内科医と契約。週1回訪問診療あり。「太平診療所」を併設。

地域との連携
施設内行事に地域住民の参加を呼びかけ。利用者数名（職員付き添い）で地域サロンを利用（月1回）。施設周
辺の遊歩道の清掃（随時）。

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 和泉市障がい者自立支援協議会(地域生活支援拠点等整備部会)に参画

医療体制 常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス 週３回提供している

感染症対策
（ご利用者）１日２回の全員検温、手洗い時間の設定
（職員）出勤前検温、マスク・防護メガネの常時着用、空間除菌、除菌水の生成　など

就労支援の内容 特になし

給食の提供 １日３食提供 作業工賃 支払っていない 送迎 送迎は実施していない 前年度平均工賃 ¥0

その他活動

お花見会,夕涼み会,秋の音楽会,クリスマス会,スポーツフェスタ,日帰り旅行,季節に応じた各種イ
ベント、パブリックビューイング,調理レク,施設内喫茶店での喫茶会,誕生会,,ご長寿お祝い会,誕
生日メニューの提供,日本全国ご当地メニュー,リハビリ活動,健康診断,給食委員会,強度行動障害
班による個別活動　等

家族
会

組織していない

生活支援の内容
①食事の提供　②入浴及び清拭　③排泄の自立についての必要な援助　④身体等の介助　⑤訓練の実施　⑥生活相談
⑦健康管理⑧離床、着替え及び整容、その他日常生活上必要な介護、訓練、支援、相談等。他に、利用者の地域生活
への移行や地域で生活する方への支援

レクリェーショ
ン活動の内容

社会参加や生活に関連する様々な行事（下記）を
企画

クラブ活
動の有無

あり
クラブ活
動頻度と
内容

音楽療法（月1回）、工芸（月1回）

クリスマ
ス会

自衛隊コ
ンサート

出張シェフ 出張シェフ

作業方法
芸術や創作活動
が中心

作業内容 絵画活動、刺し子、散歩、園芸（野菜作り）、音楽療法、リハビリ活動
作品・製
品の販売

主に独自で販売する

お花見 出張シェフ 出張シェフ 夕涼み会 出張シェフ

地域各種
イベント
スポーツ
フェスタ

秋の音楽会

1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

日
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活動
内容

整容日
グラウンド活動 グラウンド活動 グラウンド活動 グラウンド活動 棟内活動

（カラオケなど）

棟内活動
（カラオケなど）

男性入浴

作業班 作業班 作業班 作業班

男性入浴 女性入浴 男性入浴 女性入浴 女性入浴

曜日 月 火 水 木 金 土
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